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次世代スマートメーターにおいては時系列での検討が必要

⚫ 長期的にはデータセントリックアーキテクチャの導入とスケーラブルなモデルとして輸出可能な
インフラ設計。短期的には新たに電事法に位置付けられた、アグリゲーターのような市場新
規参入者が先行事業者と平等な条件でデータアクセスできる環境の確保(データアクセス
に対するイコールフッティングの確保)

⚫ 長期的には、匿名化を含めたオープンデータ化とマイナンバーカードによる認証を介したセ
キュリティ強化を両立実現し、認証されたあらゆる個人がデータにアクセスできる世界

– 検索におけるプライマリーキーの設定がプライバシー確保とどのように設計するかがポイント。マイナンバーを通した認証とは、当該デー
タへアクセスする個人を特定できるということを意味する。不正利用に対する訴求措置を実現
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スマートメーターBルートからHEMSに提供される情報とコマンド一覧

◼ スマートメーターBルートからお客様（需要家）へ提供されるデータは全てECHONET Lite低圧スマー
ト電力量メータクラスのプロパティにおいて定義される。(下記参照)

◼ 瞬時の定義は、お客様（需要家）が情報を取得したい時から遅滞無く当該情報が取得できることを指
す。なお、情報取得の遅延に関しては、その情報を活用したアプリケーション（サービス）が適切に
利用可能でなければならないが、通信がベストエフォートであることを前提とする。

◼ Bルート提供対象項目のうち、電力会社等の料金算定に用いられる項目（「積算電力量」「時刻」）の
情報については、電力会社等と同じく取引証明に使用できるものとする。
◼ （補足）Bルートから得られる電力等使用情報を用いた取引・証明に関しては、計量法の検定を受けたメーターから得られるデジタルデ

ータであることから、当該データを用いて取引・証明を行うことに、計量法上の問題はない（Ａルートから得られる情報と差異はない
）。【第14回スマートメーター制度検討会(平成26年3月)確認事項】

◼ お客様（需要家）は、Bルート経由で入手したデータを自己の責任で適切に管理することにより自由に
利用できるものとする。

エコーネット必須コマンド（スマートメーターBルート）一覧 HEMS-TF

プロパティ一覧 EPC プロパティ一覧 EPC プロパティ一覧 EPC

動作状態 0x80 状変ｱﾅｳﾝｽﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨﾏｯﾌﾟ 0x9D 積算電力量計測値（逆方向） 0xE3

設置場所 0x81 Setﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨﾏｯﾌﾟ 0x9E 積算電力量計測値履歴（逆方向） 0xE4

規格ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報 0x82 Getﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨﾏｯﾌﾟ 0x9F 積算履歴収集日 0xE5

異常発生状態 0x88 積算電力量有効桁数 0xD7 瞬時電力計測値 0xE7

ﾒｰｶｰｺｰﾄﾞ 0x8A 積算電力量計測値（正方向） 0xE0 瞬時電流計測値 0xE8

現在時刻設定 0x97 積算電力量単位（正・逆方向） 0xE1 定時積算電力量（正方向） 0xEA

現在年月日設定 0x98 積算電力量計測値履歴（正方向） 0xE2 定時積算電力量（逆方向） 0xEB

12引用：経済産業省JSCAスマートハウス・ビル標準・事業促進検討会HEMS-スマートメーターBルート(低圧電力メーター)運用ガイドライン［第3.0版］(平成27年6月4日更新)
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ECHONET Lite高圧スマート電力量メータクラスのプロパティ一覧

プロパティ名 EPC プロパティ名 EPC プロパティ名 EPC

動作状態 0x80 係数 0xD3 累積最大需要電力 0xC2

設置場所 0x81 係数の倍率 0xD4 定時需要電力（30分平均電力） 0xC3

規格Version情報 0x82 確定日 0xE0 需要電力有効桁数 0xC4

異常発生状態 0x88 積算履歴収集日 0xE1 需要電力単位 0xC5

メーカコード 0x8A 積算有効電力量計測値 0xE2 需要電力計測値履歴 0xC6

製造番号 0x8D 定時積算有効電力量計測値 0xE3 累積最大需要電力単位 0xC7

現在時刻設定 0x97 力測積算有効電力量計測値 0xE4 力測積算無効電力量（遅れ）計測値 0xCA

現在年月日設定 0x98 積算有効電力量有効桁数 0xE5 定時力測積算無効電力量（遅れ）計測値 0xCB

状変アナウンスプロパティ 0x9D 積算有効電力量単位 0xE6 力測積算無効電力量（遅れ）有効桁数 0xCC

Setプロパティマップ 0x9E 積算有効電力量計測値履歴 0xE7 力測積算無効電力量（遅れ）単位 0xCD

Getプロパティマップ 0x9F 月間最大需要電力 0xC1 力測積算無効電力量（遅れ）計測値履歴 0xCE

アクセスルール「Get」で“必須（下線付き）”および“オプション”に該当するプロパティ。

引用：経済産業省ＪＳＣＡスマートハウス・ビル標準・事業促進検討会「EMS-スマートメーターBルート(高圧スマート電力量メータ)運用ガイドライン［第1.0版］」平成26年12月1日



提案②スマートメーターから取得できるデータ項目の見直し

⚫ ①低圧メーターで得られるが高圧メーターで得られないデータを無くす、②無効電力や平成23年の段階で
は存在していなかった供給地点特定番号、発電した電気を小売電気事業者等に販売する受電地点特
定番号の入手、③頻度の向上、④粒度の精緻化(後述)

– 「供給地点特定番号」は全国一律22桁の番号。電力小売を変更する際に需要家側に提出が必要

– 「受電地点特定番号」は発電した電気を小売電気事業者等に販売する地点を特定する22桁の識別番号

⚫ アグリゲータは、供給地点特定番号を参照することで、正確な位置情報に基づくアグリゲーション価値を創
出し、同時に送配電会社及び電力小売り会社と低コストで情報交換可能

⚫ 現在、高圧及び低圧においてスマートメーターを介して「供給地点特定番号」を電子的に取得できない→
アグリゲーターは、手作業で当該IDを入手し、自らのシステムに入力しないといけない

14
引用：http://www.hepco.co.jp/home/price/viewpoint/supply point num.html



提案③スマートメーター(高圧)と(低圧)計測粒度の精緻化と統一

⚫ 高圧メーターと低圧メーターの間で積算(有効)電力量単位が異なり、正確な制御という
視点では、低圧の単位に合わせて精緻化したい

– 受電点計量を可能とする電力量計（ヘッドメーター）Bルートを活用した場合、約1分間隔での受電点で
のデータ収集が欠損少なく安定的にデータ取得可能な最大品質

メータ種別
積算(有効)電
力量計測値

係数 係数の倍率
積算(有効)電力
量単位

最小値

低圧（主要品
目：三相三線
60V/120A）

1（最小値） 1 - 0.1 kWh 100Wh

低圧（組合せ
機器（変成器
＋計器））

1（最小値） 60 - 0.01 kWh 600Wh

高圧 1（最小値） 240 1 0.1kWh 240Wh



⚫ 受電点における高圧メーター(Bルート)における積算電力量の更新粒度が粗いた
め高精度な制御の妨げとなっている

– 図は、契約電力70kWの需要家の取引メータからBルートで取得できる積算電力量である、差分(kWh)から0.24kWh単位で積算されていること
が確認できるが、蓄電池などの制御にはより細かな粒度が必要となる。

– ※従来の取引メータからのパルス出力の粒度は0.0048kWh/パルスとなり、Bルートで取得できる粒度0.24kWhと50倍の差がある。 (取引メータ
メータ：VT比=60、CT比=4の場合)

測定時刻 積算電力量_kwh 差分_kWh

2020-08-06 12:05:00 514638.00 0.48

2020-08-06 12:06:00 514638.48 0.48

2020-08-06 12:07:00 514638.96 0.72

2020-08-06 12:08:00 514639.68 0.48

2020-08-06 12:09:00 514640.16 0.96

2020-08-06 12:10:00 514641.12 0.48

2020-08-06 12:11:00 514641.60 0.24

2020-08-06 12:12:00 514641.84 0.48

2020-08-06 12:13:00 514642.32 0.24

0.24kWh単位で更新

【 高圧スマートメーター Bルート積算電力量1分周期計測データ 】

アグリゲーターによるリソース高精度制御を妨げるスマメデータ計測粒度

引用：令和2年度資源エネルギー庁VPP実証アグリゲーションコーディネーター(エナリス提供)
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「スマートメーターデータ利用者視点での６つの問題提起」【まとめ】

⚫ 次世代スマートメーターにおいては時系列での検討が必要。長期的
にはデータセントリックアーキテクチャの導入とスケーラブルなモデルとし
て輸出可能なインフラ設計。短期的には新たに電事法に位置付け
られた、アグリゲーターのような市場新規参入者が先行事業者と平
等な条件でデータアクセスできる環境の確保(データアクセスに対す
るイコールフッティングの確保)

⚫ アグリゲーター等新規参入者のデータアクセス権の確保という点では
以下の点が重要

– 提案①機器計量は既存の機器の機能を！

– 提案②スマートメーターから取得できるデータ項目の見直し

– 提案③スマートメーター(高圧)と(低圧)計測粒度の精緻化と統一

– 提案④スマメのデータにアクセスできない問題の解決

– 提案⑤スマートメーターBルートの開通運用フローの見直し

– 提案⑥フレームワークから対応策に落とし込むセキュリティ設計


